
 

 

 

 

 

 

項目  
A 

（％） 

B 

（％） 

C 

（％） 

D 

（％）  

A+B 

評価  

R5 

前期  

R5 前

期との

比較  

増減５

％以上  

1 子どもは，楽しく学校生活を送っている。 53.1 38.8 6.1 2.0 91.９ 93.6  

2 
子どもは，家庭学習（宿題を含む）の習慣

が身についている。 
４９.０ ４４.９ 6.１ 0.0 93.９ 89.4 

 

3 子どもは，学校や友達のことをよく話す。 36.7 34.7 22.4 6.1 71.4 76.6 
 

4 

家庭では，望ましい生活リズム（早寝・早

起き・朝ごはん）の定着に努めている。 

寝る時刻 12年…9時 34年…9時 30

分 56年…10時 

４６.９ ３２.７ 1８.４ ２.０ ７９.６ ７６.６ 

 

5 

家庭では，テレビ・ゲーム，インターネット，

メール，ＳＮＳ等を使うとき，ルールや時間

を決めている。 

3４.７ 4２.９ １８.４ ４.1 ７７.６ 80.6 

 

6 
子どもは，物事に進んで取り組み，最後ま

であきらめずにやり抜こうとする。 
３６.７ 5７.１ ６.１ 0.0 ９３.８ ８９.４ 

 

7 
教師は，児童が理解できるようなわかりや

すい授業に努めている。 
4９.０ 4６.９ ４.１ 0.0 9５.９ 95.7  

8 
教職員は，子どもや保護者の思いを大切

にしながら関わっている。 
４６.９ ４６.９ 6.１ 0.0 93.８ 95.7  

9 

学校は，教育方針や教育活動の内容を

わかりやすく，学校・学年だより・保健だ

より等で伝えている。 

5３.１ 4４.９ 2.０ 0.0 98.0 95.7 

 

10 

学校は，子どもたちの健康（健康の保

持増進・衛生に関する指導や対策）・安

全（設備の整備・環境美化）に注意を

はらっている。 

５１.０  ４６.９  ２.０ 0.0 9７.９ 100 

 

 

【今後に向けて】 

・A＋B評価で、８割に達していないのは、項目３（学校や友達についての会話）、項目４（生活リズムの定着）、

項目５（家庭でのメディアに関するルール）の３点です。特に、項目３において、昨年度同時期と比較すると大幅

な下降が見られました。 

・項目３については、毎月のノーメディアや家読デーの取組を活用したり、ＨＰや学級だより等の情報を話題

にしたりしながら、学校の様子や友達との関わりについてお話していただければと思います。 

・項目４については、学校でも保健指導や生徒指導、家庭科や体育科の授業等を通して、規則正しい生活

の大切さについて指導していきます。 

・項目５についても、メディアとの上手な関わり方について指導していきたいと考えています。１１月の教育ウィ

ークでは、授業参観として「スマホ・ケータイ安全教室」の開催を予定しています。 

各ご家庭でのご協力をよろしくお願いいたします。 

＜令和６年度１学期 保護者アンケート結果と今後に向けて＞ 


